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中田 ెୡ 

大㜰ᅜ際がんセンターがん対策センター政策情報部 リーダー 

 

第 3期がん対策推進基本計画の、分野別政策と個別目標の一つとして、ᑠඣがん・AYAୡ代（思᫓期・

ⱝ年成人、adolescent and young adult）のがん対策がᥖげられている。しかしながら、このୡ代に発

生するがんは、ᕼᑡであること、その特Ṧ性（成人がんと異なり、ⓑ血⑓や⬻⭘⒆が多い点や、がんデ

⒪拠点⑓㝔以外でデ⒪されていた点など）から、実態把握がᅔ難であった。そこで、一定の⢭度基‽を

満たす地ᇦがん登録ᐊのがん登録資料を活用し、ᑠඣ・AYAୡ代に↔点をあてた␿学ㄪᰝ研究を行った。 

1） ᑠඣがんに関して、各がん種における⨯ᝈ・生存率を英ᅜのデータと比較し、両ᅜにおけるᑠඣが

んの発生・デ⒪の実態の違いを把握するとともに、ᑠඣがん登録データのᅜ際比較における問題点

等をまとめた 1）。ᑠඣがんの年㱋ㄪ整⨯ᝈ率をがんの種別に日英で比較すると、ホジキンリンパ⭘、

ᑠඣ⭈⭘⒆、Ewing⫗⭘は英ᅜの⨯ᝈ率が日本のಸ以上あり、ᛴ性㦵㧊性ⓑ血⑓、⚄⤒ⱆ⭘、⫢⭘

⒆の⨯ᝈ率は日本の方が高いなど、多くのがん種で⨯ᝈ率に違いがみられた（図 1）。また、日英と

も多くのがん種で 5年生存率にᨵၿが認められ、特に៏性㦵㧊性ⓑ血⑓の生存率のᨵၿは目覚まし

く、2001年に導入された分子標的⸆（Imatinib）の影響が示၀された（図 2）。 
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2） ⡿ᅜ・Ḣᕞの研究者（Bleyer A, Trama A ら）とともに、AYA ୡ代のがんに関する書⡠のฟ∧に携

わった。各がん種における生存率をḢ⡿のデータと比較したところ、Ḣ⡿に比べて我がᅜの生存率

のపかったのは、ᛴ性リンパ性ⓑ血⑓とᶓ⣠➽⫗⭘であった 2）。 

3） AYAୡ代のᛴ性リンパ性ⓑ血⑓の἞⒪については、デ⒪科が統一されておらず、デ⒪科によって἞

⒪方㔪が異なることが、ᅜ際的にも問題視されている 3), 4）。そこで、大㜰ᗓにおける AYAୡ代のⓑ

血⑓・リンパ⭘ᝈ者を対㇟に、地ᇦがん登録資料に基づきᝈ者をᢳฟし、各デ⒪⑓㝔が持つᝈ者の

ヲ⣽情報をリンケージさせることにより、デ⒪の実態・἞⒪成績をㄪᰝして報࿌した。AYAୡ代の

ᛴ性リンパ性ⓑ血⑓ᝈ者の 5年生存率は、AYAୡ代全体（15㸫29ṓ）で 44%とపく、特にⱝ年成人

（20-29 ṓ）では 29%とపいことが᫂らかとなった 5）。また、Ṛஸリスクハザード比は、ᑠඣ型レ

ジメンを用いていない群が用いた群に比べ高いഴ向を示し、἞⒪方㔪によるண後の違いが示၀され

た。 

 

一定の⢭度を満たすがん登録資料を用いて、ᑠඣがんや AYAୡ代のがんの⨯ᝈ率や生存率を、ᾏ外のデ

ータと比較することにより、わがᅜにおける発生の特ᚩや་⒪レベルを示せた。またがん登録データと

⮫ᗋ研究データをリンケージすることにより、἞⒪に関する課題も᫂らかになった。ᑠඣ・AYAୡ代の

がんはᕼᑡであるが、現≧と課題を᫂らかにし、་⒪現場へフィードバックするために、

population-based dataであるがん登録資料が活用できる。 

 

（この度は、学術ዡບ㈹をいただき、ありがとうࡈざいました。がん登録データの作成・提供・⟶理・

⥔持等に関わる、全ての方に῝ㅰ⏦し上げます） 
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